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　　　lexamined the wing's number effects on the Miiller-Lyer illusion. The figures were con-

structed systematically on the wing's number. Twenty seven students estimated the apparent

length of the shaft lines of thirty one figures (ｏｎｅcontrol, fifteen wings-in and fifteen wings-

ｏｕt).Ｔｈｅmean wing's number effects increased as a function of the wing's number at each

figure (wings-in and wings-out). But the wing's number effects on the illusion magnitudes were

not simple. It was found that the effects of one wing and two wings were fluctuated especially

by the wing's positions. l concluded that the Miiller-Lyer illusion was not caused by the simple

addition of the wing's number effects.
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　Figure 4 のような矢羽図形（標準図形は４本の矢羽よりなる‥）であ芯ミュラー・リヤー

(Miiller-Lyer以下においてＭＬと記述する）図形に関して，矢羽線分を斜線,斜線に囲まれている

線分を主線，主線と斜線とが構成する角度を挟角と記述するレそして，挟角が鋭角である図形を内

向ＭＬ図形と記述し，挟角が鈍角である図形を外向ＭＬ図形ど記述する.

　Figure 4 に見るように，４本の矢羽で構成されたＭＬ図形で宍ない白と錯視が生起しないわけではな

い．単純な発想として，矢羽が１本でも錯視が生起し，矢羽の数が増すにつれて（もちろん一ヵ所

１本とし上限４本），矢羽の数の関数として錯視量が増加するのではないかと考えられる. Greist-

Bousquet & Schiffman (1981)は，ＭＬ図形の斜線数の増加とともｿﾞに,し錯視量には加算効果が認

められることを発見した．しかし，彼等の結果は，内向図形と外向図形それぞれに，斜線を１本か

ら４本まで組織的に15種類組み合わせて斜線数の効果を検討実験したもめではなく, Figure 1 に示

したように，斜線数が１本の場合，可能な４種類め配置のうぢめ１ うでしかなく，また,）斜線数が

２本の場合も，可能な６種類の配置のうちの１つでしかない. Day & Dickinson (1976)は，斜線

数が２本の場合だけ，主線の片側に２本配置した１条件と，両側に１本ずつ配置した１条件を設け

て，同様の検討実験を行った．そして, Figure 2 に示すように，全体的には斜線数の増加とともに，

錯視量の増加が認められるが．主線の片側に２本配置するか∠両側に１本ずつ配置するかで効果が

相違することを発見した．このように，この２つの研究は，斜線を１本から４本まで組織的に15種

類組み合わせて斜線数の効果を検討実験したものではないので，他め組み合わせの場合をも検討実

験してみないと一般的な効果の程は分からない．　し

　城戸(1927)は，内向図形のみに関して組織的に組み合わせた15種類の図形を用いて検討実験し，

Figure 3 に示すように，全体的に見た場合，斜線数の増加とともに錯視量の増加が認められる結果
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Figure　l.　ＭＬ錯視に及ぼす斜線数の効果(Greist-Boリsquet & Schiffman, 1981)

　横軸は斜線数条件を示し，縦軸はＭＬ錯視量を示す．斜線数の関数として錯視量は増加し

　ている．本論の結果と比較が容易なように浜口が改変しで表したン……
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ＭＬ錯視に及ぼす斜線数の効果（浜口）

Figure　2.　ＭＬ錯視に及ぼす斜線数の効果(Day & Dickinson, 1976)

　横軸は斜線数条件を示し，縦軸はＭＬ錯視量を示す．概ね，斜線数の関数として錯視量は

　増加しているが，主線の片側に２本配置した場合と両側に１本ずつ配置した場合とで，斜

　線の効果に大きな相違がある．本論の結果と比較が容易なように浜口が改変して表した．
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　　　　　Figure　3.　ＭＬ錯視に及ぼす斜線数の効果（城戸,1976)

　　　　　　横軸は斜線数条件を示し，縦軸はＭＬ錯視量を示す．概ね，斜線数の関数として錯視量は

　　　　　　増加している．本論の結果と比較が容易なように浜口が改変して表した．

を得た．この結果は，主線の片側に２本配置するか，両側に１本ずつ配置するかで効果が相違する

というＤａy等のような結果と一致していない．また，斜線数が４本の場合，最も錯視量が大きい

という結果が得られていない．本論は，内向図形のみに関して15種類の図形を用いて検討実験した
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城戸の追実験に加えて，外向図形に関しても組織的に組み合わせた15種類の図形を用いてＭＬ錯視

に及ぼす斜線数の効果を検討実験した．　　　　　　　　ニ　　　　　ニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方　　　法

　被験者　大学生27名（男８・女19）が本実験に参加したレ全員正常視力かあるいは正常視力に矯

正されていた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥　　‥

　刺　激　刺激図形は，標準刺激図形と比較刺激図形よりなりＮＥＣ製のPC･9801NA40/Ｃの液晶

ディスプレイ（横19.2cm X縦12.0cin)に白いドット（１ドヅト= 0.3iniii)で描かれて呈示された．刺

激図形は約60cmの距離で観察された．このようなドッ斗図形の場合，ドヅトとドットの間隙は，ご

く僅かなので, 60cmぐらいの観察距離では，ドットが垂直や水平に配列されている場合，ドット群

直線としてではなく，直線として自然に知覚されるが√斜めに配列されると,ニいくぶんドット群直

線として知覚される(Figure 4 参照）．しかし，先行して行った幾つかの実験において，実線図形

による錯視実験とドット群直線による錯視実験とで,六大ほぼ同=じようﾉな結果を得ているので，両者間

に機能的な違いはほとんど無いないものとしてドット図形を用いることにした．したがって，以下

の図形に関する記述は, 640ドット×400ドットのディスプレイ上におけるものであるので，長さは

ドット単位で記述する．しかし，ｎドットの長さは0.3mniのｎ倍に等しい，また，点の位置は左上

をＸＹ座標の原点とするので，Ｙは下方を十として記述する．標準刺激図形は, Table 1 の図形条

件欄に示されているような，内向（挟角30°）ＭＬ図形15種と外向=ﾉ（挟角150°）ＭＬ図形15種と統

制図形（主線のみ）の31種の分解図形およびＭＬ図形である．主線（左端(125, 175))は150ドッ

ト(45.0mni)で，斜線は50ドット（15.０ｍｍ）であるン比較刺激はﾚ=標準刺激の約100ドット（30.０ｍｍ）

右下を左端(375, 250)とする水平線（上昇系列は76ドット(22.8mni)から長くし，下降系列は226

ドット(67.8㎜）から短くする）である．図形の斜線部分の名称は, A :左上レＢ：左下，Ｃ：右上，

Ｄ：右下とした．図形の名称は，内向図形を工で略記し，外向図形をＯで略記して冒頭に記し，続

いて斜線の有無を，アルファペットかＯで，例えば，1 000t）（右下斜線のみの内向ＭＬ図形）と

記述した．刺激図形例をFigure 4 に示した．　　　　＼　　　　　＼　　万

　　　　　　　　Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　二　　　　　　　　B

Figure　4●　刺激図形の例　　　　　　　　　　　　　〕　　∧

　Ａは斜線数３の内向ＭＬ図形の実験条件刺激図形と下降系列り比較刺激図形，Ｂは斜線数

　３の外向ＭＬ図形の実験条件刺激図形と上昇系列の比較刺激図形

　手　続　被験者調整法（上昇系列２回√下降系列２回）が用いられ，この４回の測定値の平均

（以下においてPSE (Point of Subjective Equality)ﾀﾞと記述す右）=を各被験者の各条件の見掛け

の長さとした．なお，統制条件のみは，８回（４×２（内向と外向））の測定の平均値をＰＳＥとし

た．標準刺激図形の主線の見掛けの長さと等しく見えるよう:に，比較刺激図形の線分の長さを，キー

ボードの右向きあるいは左向きの矢印キーを押すことによづて調整するようにと被験者は告げられ
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た．右向きの矢印キーを押すと，線分の右端が右に移動し，左向きの矢印キーを押すと，線分の右

端が左に移動して線分の長さが増減した．続いて被験者は，調整が完了したらスペースキーを２回

押すようにと告げられた．これにより２回の測定が終わり，比較刺激図形の長さ力希己録され，次の

刺激図形が呈示された．一人の被験者に対して128回|〔実験条件30 (15内向＋15外向)十統制条件

１×２(内向分と外向分)〕×４ブロック｜の測定を行った．刺激図形はランダムな順序で呈示され

た．測定は被験者のペースで行われ，所要時間は12分27秒から25分34秒で平均16分50秒であった．

結 果

　内向図形15条件と外向図形15条件のPSE (以下において実験条件のＰＳＥをPSEeと記述する）と

統制条件のＰＳＥ（以下において統制条件のＰＳＥをPSEcと記述する）をTable 1に示した．なお，

PSEcのみは，上昇系列４回と下降系列４回の平均である．そして，ＭＬ錯視量を差（ＰＳＥｅ－

ＰＳＥｃ）で表し，これらをTable 1 に示すとともにFigure 5 にグラフで表した.

　Figure 5 を見ると，斜線数の増加とともに，平均的には，内向図形，外向図形ともに錯視量は増

加し（内向図形:-2.75ドット（斜線１本), -5.29ドット（同２本), -7.65ドット（同３本），－

8.68ドット（同４本）；外向図形:9.57ドット（同１本), 17.07ドット（同２本), 21.02ドット

（同３本), 27.87ドット（同４本）），先行研究の結果とほぼ一致した．城戸(1927)の結果では，

斜線４本の標準内向ＭＬ図形の錯視量(4.12inni)は，斜線3本群の内向ＭＬ図形の平均錯視量

(4.34mra)より小さかったが，本論の結果はそうでなかった.

Table 1.各実験条件のＰＳＥと統制条件のPSE,及び各実験条件の錯視量（差）と£検定（27人の平均）

　　斜線の名称は，Ａ：左上，Ｂ：左下．Ｃ：右上，Ｄ：右下とした．図形条件の名称は，内向図形をＩで略記

　し，外向図形をＯで略記して冒頭に記し，続いて斜線の有無を，アルファベットかＯで，例えば，1 000D

　（右下斜線のみの内向ＭＬ図形条件）と記述した.（1 0000条件と00000条件は両条件の平均値）（ＰＳＥの単

　位はドット，１ドット= 0.3nmi)(差＝実験条件のＰＳＥ一統制条件のＰＳＥ）（差は四捨五入前の値で計算）
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Figure　5. ML錯視に及ぼす斜線数の効果

　横軸は斜線数条件を示し，縦軸はＭＬ錯視量を示すレ概ね4……斜線数め関数として錯視量は

　増加しているが，斜線の位置により斜線の効果に相違がある．　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　ト察ト　………j　一

　平均的には，斜線数の増加とともに，内向図形，外向図形ともに錯視量は増加したが，錯視量に

及ぼす斜線数の効果は単純でなく，位置により大きな違いがあらだ．特に，１本群や２本群では，

その効果に大きなバラツキがあり，錯視量の最小値と最大値とでは,‥j内向図形では，１本群におい

て5.15倍（－0.78ドットから-4.02ドット），２本群において4.19倍］¬1.75ドットから-7.33ドッ

ト），外向図形においては，１本群において2.01倍(5.96ドットから12.00ドット），２本群におい

て1.84倍（1L80ドットから21.68ドット）であった．

　斜線数が２本の場合, Day & Dickinson (1976)はレ主線の片側に２本配置するより，両側に１

本ずつ配置する方が錯視効果が大きいとの結果を得ているレ本論の場合ﾚ平均的には，片方群より，

両方群の方が錯視効果が大きく，彼等と一致した（内向図形の場合, -3.07ドット（片方群）:－6.

39ドット（両方群），外向図形の場合, 13.47ドット（片方群）:18.87ドット（両方群））．しかし，

個別的には，内向図形（I ABOO : I AOCO）ではレ彼等（二2.58mm : ―3.71mm)と本論(-4.39ドッ

ト:-6.89ドット）は一致したが，外向図形（OAB00 : ＯＡＯＣＯ）では,＼彼等(3.59iran: 4.76回）

と本論(15.14ドット:15.21ドット）は一致しなかった．城戸］1927:）は，内向図形のみであるが，

片方群（－3.10m）と両方群(-2.88mni)とで錯視効果にほとんど相違を見出していない．このよ

うに，主線の片側に２本配置した場合と，両側に１本ずつ配置した場合どの錯視効果の大小を一般
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化するのは早計である．

　斜線数が１本の場合，1 000D に関してだけであるが，城戸と違って，本論では他の３条件と比

較して著しく錯視効果が小さかった．これが影響してか，本論の場合，1 000D部分を持つIOOCD,

も著しく小さかった.1 000D と1 OOCD を除けば，本論と城戸とはよく似た結果といえる．錯視

量に及ぼす斜線の効果が，何故斜線の位置により相違するのか，興味ある問題である．
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